
 

 
 

６年生を送る会開催   
 

 

３月６日（水）の３時間目に６年生を送る会を開催

いたしました。昨年度は、新型コロナウイルス感染症

対策のため一部対面で実施いたしましたが、今年度

は、全校児童が一堂に会しての実施となりました。 

また、卒業証書授与式の短時間化と行事の在り方

の検討の結果、今回の６年生を送る会が、在校生が

卒業生に対して感謝を直接伝える最後の行事となり

ますことから、卒業生の保護者の皆様やにこにこパト

ロールをはじめとした地域の皆様へもご案内するこ

とといたしました。 

このようにたくさんの皆さ

んが集まった中で行うことも

あり、在校生の皆さんは、意

欲的にさまざまな催し物を

考え、６年生に喜んでもらう

ために、準備を進めてきました。 

さて、５年生の司会進行で始まった６年生を送る

会ですが、卒業生の入場に続き、実行委員長の挨拶

の後、早速１年生から順番に出し物の発表が始まり

ました。クイズや踊り、絵文字、寸劇、よさこいソーラ

ン節、エールなど、どの学年も６年生に対して感謝の

気持ちがこもった素晴らしい発表でした。 

 また、在校生の皆さんの発表に応じるように、６年

生は、在校生の皆さんに対して『６年生クイズ』を出

題していました。６年生の感謝の気持ちが伝わってく

る発表となりました。 

全体の企画や進行をしてくれた５年生のみなさん、

本当にありがとうございました。 
 

 

 

４月の行事予定  
 

 

日 曜 学 校 行 事 等 

 

日 曜 学 校 行 事 等 

1 月 職員会議① 年度始休業（～7日） 分掌会議 17 水 

おび学【食育】（2年）②③ 学年研修 
おび学【食育】（3年）⑤ 身体測定（1・2年）  

2 火 分掌会議 校務運営委員会 18 木 校長会議・研修会 全国学力・学習状況調査 

3 水 職員会議② 19 金 

おび学【食育】（1年）②③ 
給食指導（1年） 
おび学【食育】（5年）⑤⑥分掌会議 

4 木 入学式準備 学級発表 辞令交付式（教頭） 20 土   

5 金   21 日   

6 土   22 月 

研修会議① おび学【食育】（6年）②③ 
おび学【食育】（4年）④ 

7 日   23 火 

参観日①（２・６年） 
新入学児童歩行教室 学年研修  

8 月 始業式 入学式 24 水 

参観日②（４・５年・ほがらか） 
第 1回校内研究推進協議会 

9 火 校長会総会 交通安全指導（１２日まで） ST 25 木 

参観日③（１・３年） 校務運営委員会 
PTA総会（19時～20時） 

10 水 

教頭主幹会議・研修会 教頭会総会 
学年研修 ST 

26 金 帯教研一斉部会 児童質問紙調査（6年） 

11 木 管内校長会議 ST 27 土   

12 金 

管内教頭会議 帯教研総会  
校長会役員研修会 ST 

28 日   

13 土   29 月 昭和の日 

14 日   30 火 月末統計 ST 避難訓練① 校長会役員研修会 

15 月 

職員会議③（遠足等） １年生給食開始 
身体測定（5・6年） 

     

16 火 身体測定（3・4年）      

※新年度に配布いたします、年間スケジュールもご確認ください。また、変更等ありましたら、改めてお知らせいたします。 

学校だより  ＮＯ．９６０ 

令和６年 ３月１５日 
 

帯広市立明和小学校 

   文責 校長 新川 和範 

子ども達が自信とやる気をもち、生き生きと学ぶ学校 

学校重点目標：自己有用感を高めよう、未来を切り開く力を高めよう 合い言葉：みんな勇者になろう 

 

明るく 和やかに 明るく豊かな心をもつ子ども 和やかで思いやりのある子ども のびのびとよく考える子ども こんきよくがんばれる子ども 

4月の参観日の日程についての問い合わせが多いことから、未確定の部分も含まれておりますが、 

この時期に第一報としてお知らせいたします（参観日につきましては、この日程で行う予定でおります）。 



次につなげる春休みに ～意識して生活しましょう～ 
 

３月２３日(土)から約２週間の春休みに入ります。長い休みに入る前には、児童に対して『３つの守る』

をいつもお話ししています。今回の春休みでも、以下３つの守るについて意識して日々生活してほしい

と考えておりますので、ご家庭でもお声かけをお願いいたします。 
 

１つ目は、『命を守る』こと 
良いことか悪いことかを自分で判断して行動することや危ないところなどに近寄らないこと、日頃か

らマスクの着脱を判断し、手洗いうがいをこまめに行うことなどを意識して、自分や家族、仲間の命を

守ってください。 
 

２つ目は、『きまりを守る』こと 
交通ルールをしっかり守ること、また、出かける時には保護者の方に行き先や帰宅時刻を伝えること

を徹底し、きまりをしっかり守ってください。 
 

３つ目は『生活リズムを守る』こと 

４月からは入学や進級が控えています。まず、必要なのは元気です。そのためにも、体調管理がとて

も大切になります。普段、学校がある時と同じように、早寝、早起きを心がけるとともに、三度の食事を

しっかりとるようにしてください。 

加えて春休みには、今までの学習の振り返りを行い、わからないところやできないところがないか、

点検しましょう。もし、あった時には、休み中に復習し終わらせておきましょう。 
 

 

明和広陽サッカー少年団 

（第２９回全十勝ちびっこフットサル Ｕ－９リーグ 優勝） 

今年度も、たくさんの児童の校外での活躍を紹介する

ことができました。次年度も、ますますの活躍を期待し

ています。 

    東日本大震災から１３年 

先日の３月１１日に、東日本大震災から１３年を

迎えました。改めまして、この大震災にて亡くなら

れた皆様に哀悼の意を表しますとともに、被災され

た皆様、関係する皆様に、お見舞い申し上げます。 

さて、NHKのホームページに「災害列島 命を守る

情報サイト」があり、その中に「災害の教訓を伝え

る～備えたことしか、役には立たなかった～ある官

僚達の震災～（令和３年３月５日）」があります。 

当時、東北地方整備局長の陸・海・空を管轄する

国土交通省の出先機関のトップであった徳山日出男

さんは、「あのときの機転だけでできたことなんて、

一つもなかったんですよ。備えていたことしか役に

は立たなかった。災害が起きる前にどれだけ準備で

きていたか、というのが非常に大きかったんです」

と、震災が起きる前までの「備えが」その当時の判

断を支えていたという旨の話をされていました。 

 あれから１０余年。徳山さんは国土交通省を退職

し、現在は、震災の教訓を伝える活動を行っている

そうです。「今の災害でも『想定外だった』『被害情

報がないから初動が遅れた』とよく聞きます。でも

それは１０年前に日本が経験したこと。震災の教訓

は何だったのか、教訓を生かすためには何をしてお

く必要があるのか。これらを考えることからしか、

災害への備えは始まらないと思います。だから私は

自分が経験したことを伝え続けていきたい。」… 

皆様方におかれましては、改めまして、自然災害に

対する理解を深め、発生時の行動について、ご家族で

話し合われ、充分な物質的かつ心理的な備えの準備を

していただきますよう、よろしくお願いいたします。 

お知らせ 
〇新年度の学級発表は、４月４日(木)午前９時を予

定しております。プライバシーに配慮し、メールでは

配信いたしませんので、ご理解の上、児童玄関横に

て、ご確認いただきますよう、お願いいたします。 

〇新年度の準備作業を４月４日(木)午前９時半から

行います。新６年生は上靴を持参し３階ラーニング

に集合してください。ご協力をお願いいたします。 


